
平成２１年新司法試験（短答式試験）の結果

平成２１年６月４日

法務省大臣官房人事課

１ 受験者数等

(1) 受験者数 ７，３９２人（途中欠席３９人）

(2) 採点対象者数 ７，３５３人

２ 短答式試験の合格に必要な成績

(1) 成績判定

短答式試験の各科目において，満点の４０％点（公法系科目４０点，民事系科目６０点，

刑事系科目４０点）以上の成績を得た者のうち，各科目の合計得点が２１５点以上の成績を

得たものは，短答式試験の合格に必要な成績を得た者とする（平成２１年６月３日司法試験

委員会決定）。

(2) 合格に必要な成績を得た者

対象者 ５，０５５人

平均点 ２４８．５点

３ 短答式試験の得点

最低ライン
得 点 最 高 点 最 低 点 平 均 点

(40％)未満

合 計 得 点 ３２１ ９１ ２２８．１
（３５０点満点）

公法系科目 ９２ １４ ６３．０ ２０１人
(100点満点)

科目別得点 民事系科目 １４３ ３０ １０１．７ １８５人
(150点満点)

刑事系科目 ９８ １２ ６３．４ ２８７人
(100点満点)

４ 参考

(1) 合格に必要な成績を得た者の年齢別構成

ア 平均年齢 ３０．４歳

イ 最高年齢 ６９歳

ウ 最低年齢 ２３歳

(2) 合格に必要な成績を得た者の性別構成

ア 男 性 ３，７７０人〔７４．５８％〕

イ 女 性 １，２８５人〔２５．４２％〕



５ 加点措置について

１日目３時限目に実施された短答式試験刑事系科目に際し，広島試験地の試験室（受験者６

９名）において，監督員が試験終了時刻の約１分前に試験の終了を告げたことにより，適正な

試験時間の確保がされなかったことが認められた。

６月３日に開催された司法試験委員会において，これに関する措置として，上記試験室で受

験した受験者全員につき，短答式試験刑事系科目の得点として３点を加算することが決定され

た。




